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条件反射制御法学会 ２０２０年１２月２２日発信 

∞メール Ｎｏ.２６ 

会員の皆様 

寒くなってきました。皆様、お変わりありませんか。 

ヒトの行動や健康に働きかける技術や制度は、徐々に変化しています。医療に

関しては、主にその領域で働いている私は、この数十年で大きく変化していると

感じています。その大きな変化の１つは癌の治癒率が上がったことでしょう。ま

た、私が医師になった頃にはまだ謎の病のように言われていた後天性免疫不全症

候群に関しても良好にコントロールできるようになっています。精神科の領域で

も、主な疾患の１つである統合失調症には新たな抗精神病薬が開発され、入院治

療から地域でのケアに変化し、社会内で楽しく生活している患者さんが増えてい

ます。 

反復する行動に関しては、社会全体で見るとまだ刑事司法体系によるものが処

遇の大きなところでしょう。この１００年ほどでは１９５３年に麻薬取締法が公

布され、取締法でありながら入院に関する規定があり、援助的なかかわりの設定

も古くからあったのです。そのように取締と援助の両方が、ヒトの行動を変化さ

せるためには必要であると考えられながら、まだ、取締と援助の連携は良好では

なく、厳罰主義であると言わざるを得ません。刑事司法体系には、一定の変化が

ありますが、まだまだ、変化するべきところは多いように感じます。 

条件反射制御法は、ヒトが行動する本当のメカニズムを、信号系学説を基にし

て相当な程度に把握しつつあります。そのことは反復する違法行為の責任がどこ

にあるかを明らかにして、取締と援助の連携を良好に成立させることに繋がりま

す。条件反射制御法にはそのような可能性があると捉えて、研究を進めて行こう

と考えています。取締側と援助側の連携の一部が、条件反射制御法学会の「∞連

携支持施設」の頁に記載されています。皆様、ご覧ください。 

平井愼二 
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下総精神医療センターでのＣＲＣＴ実地研修を受けて 

 

 

見えてきた答え 

 

                                                          青森ダルク  

                                                          スタッフ 山田 晋也 

 

2020 年 6 月 22 日から 6 月 26 日までの 5 日間、実地研修に参加させて頂きまし

た。 

新型コロナウイルスの影響を心配しておりましたが、予定通り研修が行われた

ことを有難く感じております。 

研修初日の前日からホテルに入りました。荷物を整理し、食事をした後に予習

をしようと頑張りましたが、不安と緊張であまり頭の中に入りませんでした。一

体どんな研修になるのだろうかという恐怖もあり、また楽しみでもありました。 

初日のオリエンテーションが午後からということだったので、余裕を持って現

地へ向かうことが出来ました。過去、２度の研修会に参加させて頂いたこともあ

るせいか、別に故郷ではないのですが、戻ってこられたような嬉しさを感じなが

ら鎌取駅から病院まで歩いておりました。病院に到着し案内して頂いた部屋で、

今回の研修生が自分一人だということを知りました。 

マンツーマンだから良かったねと言われましたが、有難いような恐ろしいよう

な複雑な気持ちになっていました。大まかな流れや鍵の取り扱い等についての説

明をして頂いた後、病棟の方に案内されました。病棟スタッフの方や入院してい

る方への挨拶をさせていただきました。その後早速、宿題だったテストの解説な

どをしてもらいました。 

今回は研修という形であの場におりましたが、３年程前薬が止まらず困ってい

た時は、地元の精神病院への入退院を繰り返していました。隔離室や各部屋など

を他人ごとではない気持ちで見ていました。 

地元の精神病院に入院していた当時の僕は、薬が使えない環境でただみんなと

生活していたという感じでしたので、退院または外泊すると薬を使って隔離室と

いうパターンを繰り返していました。 

条件反射制御法を知ったとき、治療法やそのメカニズム、期待できる結果が明

白だったため僕は、「もし早いうちにこの治療を実践していれば何度も何度も入

院する必要はなかったのではないのか？」と正直考えておりました。初日を済ま
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せてほっとしていました。ものすごく厳しくしごかれるのではないかと思ってい

ましたが、それはただの妄想だったようです。 

２日目、電車を間違えて遅刻してしまいました。前回の研修も合わせるとかな

りの回数乗っているのに、ホームや乗る電車があまり分かっておらずそうなりま

した。本当に申し訳ありませんでした。 

大丈夫ですよ、と笑顔で迎えていただき本当に救われました。朝のカンファレ

ンス参加時には、毎回平井先生からの抜き打ち質問を頂き、何を聞かれるんだろ

うとドキドキしていました。 

しかし、平井先生の抜かりの無い感じは好きだったので実は楽しかったように

思います。毎日、入院されている方に実際に疑似や制御刺激を見せてもらったり、 

欲求の変化を聞かせてもらったりしました。薬物以外の問題行動を持っている方

に色々と話を聞く事ができたことや、その疑似を見せていただけたことは初めて

の経験だったので本当に有難かったです。ただ覚せい剤の疑似を見た時は焦りま

した。偽の注射器やパケに入った偽の覚せい剤があまりにもリアルでドキドキし

ておりました。 

そしてそれを使って平然と疑似をされている方を見て思わず笑ってしまいま

した。「平気なんですか？」と聞くと「ああ、もう大丈夫ですよ」と言っていた

ので驚きました。 

また、僕が大変だなと感じていたことは各ステージで治療作業に関して患者さ

んが受けるテストです。僕自身理解するのに苦労しましたし、正直今も自信はあ

りません。 

採点と解説をスタッフさんに助けていただきながら僕が患者さんにしていく

のですが、解説をするとなるとしっかり基礎から分かっていないときちんと伝え

られないと感じました。 

解説をさせてもらう度に自分がよく分かっていないということを思い知らさ

れるので、解説の時間は少し辛かったです。 

3 日目に平井先生の外来を見学させて頂きました。先生は患者さんにとって大

事なことやるべきことを伝えるのですが、それに対してあまり寛容的ではないシ

ーンが印象に残っています。 

きちんと言われたことをやっている方とやっていない方の違いがはっきりし

ていたことも印象的でした。そういえば僕も当時担当してもらっていた先生のも

とへ外来に通っていた時、先生は僕のために一生懸命アドバイスして下さってい

たのに僕が思っていたのは、きっと僕にいじわるしてるんだ、だから薬も出して

くれないんだという感じでした。 
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その時担当して下さった先生に申し訳なかったなという気持ちになりながら、

目の前で真剣に治療を働きかけている平井先生を見て、患者さんに対して治療を

働きかけることは本当に難しそうだという事を感じておりました。 

この研修期間中に、僕自身の制御刺激、疑似、想像の設定をして頂き実際にや

らせてもらいました。そこで僕は、「うわ！やばい！」と思った事と、「だから

そうなるのか」と納得したことがありました。ヤバいと思ったのは疑似の場面で

した。僕が当時メインで使っていた薬は咳止め薬だったのですが、その疑似薬を

実際に容器から自分の手のひらに出して、それを口の中に入れてペットボトルに

入った水で飲みこむという事をしました。 

正直やる前は、別に何も変わらない（身体、精神に変化がない）と思っていま

した。しかし実際やってみると、かつて自分がよく行っていた行動の感覚がはっ

きりと甦りました。 

なんというか、忘れていた感覚が一瞬にして戻ってきたような「やばい！」と

いう感じになりました。飲んだ錠剤はただの偽薬だったのですが、僕はあの行動

（外箱から薬の瓶を取り出して中から錠剤を掌に出して数えて飲み込む）をやっ

た後に何だか効いてきたような感じがありました。 

普段のミーティングなどでは、過去や現在の辛かったことなどの話はするので

すが、薬を使っていた部分に関しては放置されていたんだと分かりました。3 年

近くやってなくても一瞬で甦る感じに、とても恐怖を感じました。だから、生理

的報酬の無いこの疑似を繰り返してこの部分の反射連鎖の作動性を抑制していく

必要があるのだと理解できました。 

泊まっていたホテルの横がドラックストアだったのでドキドキしながら過ご

しましたが、なんとか無事でよかったです。 

次に想像をやっているときのことでした。 

ある 1 日のことを話しているのですが、１回目は、起きた所から始めてとても

はっきりと情景が浮かび話をしながら楽しくなっていたのですが、2 回目の想像

作業の時には何だか情景がぼやけていたのと、話も 1 回目の時より楽しくありま

せんでした。その時はただの気のせいかと思っていましたが、今考えると 2 回目

は 1 回目よりあの 1 日を想像した時の薬の欲求レベルが下がっていたんだと分か

りとても納得しました。 

過去参加させていただいた研修を合わせ、今回の実地研修を経て、またこうし

て感想文を書かせてもらいながら考えていたことが少しずつまとまってきたよう

に思います。 

よく薬がやめられないのは脳の問題だからと聞かされてきたのですが、僕が持

っていた情報はそれぐらいしかなく、いったい何が起きているのか、そしてどう
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すれば良いのか、という事の答えを自分自身が本当に納得できる形でいただけた

と感じております。人間関係をうまく結べずストレスを一人で抱え死ぬこともで

きなかったために薬に頼っていたという事実に加え、薬を使うという僕の第一信

号系の反射連鎖はすでに第二信号系が制御できない状態になっていたという事実

を知ることができました。 

単に社会性を身に着けただけでは不十分だと僕は今回感じました。 

退院された方が施設へ入所しても維持していけるようにということで、そのた

めの研修参加ではあったのですが、僕自身が大変興味を与えていただいた研修に

なりました。 

平井先生、スタッフの皆様、研修期間中も本当にお世話になりました。ありが

とうございました。 

                           (2020 年 7 月 17 日 寄稿) 

 

 

事務局等からのお知らせ 

 

理事会（2020 年 12 月 6 日）の報告 

 

去る 2020 年 12 月 6 日に開催された理事会の内容を次に示します。 

 

１．会計について 

 過去 2 年間の会計報告のための整理が遅れておりましたが、今月中に監査を受

けられそうです。 

今年の学術集会では、今年中に会計報告をすると事務局長尾田からお伝えしま

したが、来年 1 月中に会計報告をする総会を開催させていただきます。度々延期

し、誠に申し訳ありません。 

 

２．ＣＲＣＴの継続が円滑になされる方策について 

 集中的に欲求等を抑制するステージを行う施設と、制御刺激ステージと維持ス

テージを行う施設の連携等により、効果的に安全に条件反射制御法を提供し、効

果を維持するべきであることを理事会で確認しました。 

また、条件反射制御法への各施設のかかわり方についての記載を加えることを

決定しました。すでに学会のＨＰのＣＲＣＴ実施施設の頁に反映されています。 
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３．ヒトが行動する本当のメカニズムと条件反射制御法の概要 

 精神科の領域に多く存在する技法を整理し、反復傾向のある違法行為に対する

社会制度を整えるために、ヒトが行動する本当のメカニズムと条件反射制御法の

概要をＨＰに近々掲載することが決定しました。 

 

４．役員および選挙等について  

再来年 2022 年 4 月から新たな理事と監事になります。 

現在の選挙規定では選挙管理委員会の者が立候補することに関して規定がな

いので、その部分についてこの先検討する必要性が確認されました。 

 

５．第十回学術集会 

未だ新型コロナウイルス感染症が流行しているので、オンラインにするか現場

に集合するかを、今後検討していきます。 

現時点では 2021 年 9 月 25 日（土）10:00～18:00 の開催を予定しています。 

 

CRCT を受けられる施設を公開しています 

 

条件反射制御法を受けたい方に、どこにいけばこの技法が受けられるかを伝え

るため、本学会のホームページで  CRCT 実施施設  を公開しています。 

掲載されている施設数は今月になって館山ダルクが加わり、現時点で２４施設

となりました。今後も増えていくはずです。 

ご協力いただける方は事務局のメール、crct.mugen@gmail.com 宛に下記項目

をお送りください。 

１．貴施設名、所在地、電話番号、メールアドレス 

 （施設写真の掲載希望がございましたら画像データを添付してください） 

２．申込窓口（担当部署・担当者名等） 

３．ホームページＵＲＬ 

４．ＣＲＣＴを提供している場 

（例：入院病棟、外来、カウンセリングルーム、回復支援施設等） 

５．対象にしている疾病 

６．コンタクト方法（例：電話、E-mail、ＨＰ申込フォーム） 

７．施設の特長（フリーコメント なんでもどうぞ） 
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援助側と取締処分側の∞連携支持施設について 

 

 ∞連携は第一信号系に強い効果をもつ援助側と第二信号系に強い効果をもつ取

締処分側が、それぞれの機能の摩擦を少なくし、効果的に連携できるように工夫

した体系です。 

その連携を支える形で違法行為を反復する方々に対応する施設を本学会のホ

ームページ  ∞連携支持施設  で公開しています。現在、４施設です。 

 ∞連携の一部として機能する具体的な方法が掲載されています。 

ご協力いただける方は事務局のメール、crct.mugen@gmail.com 宛に下記項目

をお送りください。 

 

 

条件反射制御法学術集会のご案内 

 

・条件反射制御法学会第十回学術集会（主催：条件反射制御法学会） 

 ２０２１年 ９月２５日（土）10:00～18:00 オンラインあるいは現場集合 

 上記は予定です。他の学会との重複等によっては期日の変更、あるいは、新型

コロナウイルス感染症の流行の状況によってオンラインか現地に集合しての学術

集会かを今後、決めます。 

 

 

条件反射制御法に関する研修会・実地研修等のご案内 

 

 開催を予定している研修会のご案内です。 

 コロナウイルス感染防止対策の観点から中止させていただく場合があります。 

 

・条件反射制御法実地研修（主催：下総精神医療センター）   

２０２１年 １月２５日（月）～ １月２９日（金） 

２０２１年 ２月１５日（月）～ ２月１９日（金） 

実施場所：下総精神医療センター 

 

・第１４回条件反射制御法研修会（主催：下総精神医療センター）   

２０２１年 ２月 ４日（木）から ５日（金）まで 

会場：下総精神医療センター 

 

・第八回条件反射制御法関東研修会（主催：条件反射制御法学会）   

２０２１年中旬以降     現地事務局：医療法人十全会 聖明病院 

会場：未定（静岡県内） 
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ご投稿について 

 

条件反射制御法研究および∞メールへ奮ってご投稿ください。 

宛先は、事務局のメール、crct.mugen@gmail.com です。 

 

・条件反射制御法研究 

 学会誌「条件反射制御法研究」は年に一度、発行します。その学会誌へのご投

稿をお待ちしております。投稿規定は、最終号の巻末に掲載されています。 

 

・∞メール 

ＣＲＣＴや信号系学説に関係する小論、ＣＲＣＴを用いての治療体験あるいは

回復した体験、実地研修の体験、他の学会で報告した感想、裁判でＣＲＣＴの効

果が認められた体験等に関して１６００字程度の報告をお待ちしております。 

 

 

発行 

条件反射制御法学会事務局 

〒162-0055 東京都新宿区余丁町 14-4 NPO 法人アパリ内 

https://crct-mugen.jp     crct.mugen@gmail.com 

TEL:03-5925-8848  FAX:03-5925-8984 

 


